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部門 
１．研修成果活用 部門 
平成３０年度第１回中堅教員研修 

学校名・氏名 
千葉大学教育学部附属小学校 
石井 桃子 

活動名： 教職員の強みを生かし，考え合う場としての校内研修を目指して 
～学年ごとのカリキュラム・マネジメントの視点をもとに～ 

課題の設定： 【本校の特色】（〇強み ●弱み） 

【教科研究が主となる学校の研究体制】全教科・領域の部会があり，一人一部会に属している 
〇一つの教科を専門的に研究してきている教師が多い 
〇研究教科の異なる教師が学年に配置されている 
●研究教科以外の教科に関する情報の共有機会が少ない 
●教科研究の視点は強いが教科横断的な視点は弱い 
【中堅～若手教員が多い】20代後半～40代前半の教員が教職員の８０％を占めている 
〇各々が自分の力で学級経営できる力をもっているため，学級ごとの児童の実態に合わせた取り組みができる 
〇授業や行事に対して，常に全力で取り組もうとする 
●学年としてどのような児童を育てていくか，そのために何をするべきか等を共有する必要感が少ない 
●教師の多忙化により，明日の授業，目の前の行事に取り組むことで精一杯のため，学びのつながりや行事
等を見据えた取り組みが難しい 

方針・計画：上のような強みを生かした校内研修ができないだろうかと考え，次のような取り組みを試みた。 
校内研修の目的を「教科横断的な視点でカリキュラム・マネジメントを行い，担当する学年の教育活動の充実
を図る」と設定し，取り組むこととした。これは，次のような効果をねらうものである。 
・カリキュラム・マネジメントを行うことで，行事や日々の授業，さらには次の学年への展望を踏まえた長期的な
視点で学習活動を行うことができ，効率的に児童の学びを深めることができる だろう 
・教科横断的な視点を打ち出すことで，各教科の専門性をもつ教師の強みを共有できる だろう 
・各学年で行うことで，各学年の児童の実態や教師の専門性，行事等に沿った 学年独自のカリキュラム・マ
ネジメントを行うことができる だろう 
活動内容：  
①全職員が研修に取り組める研修体制の在り方を提案 
 全職員が研修に取り組んだり，日常的に意識したりできる研修体制を整えた。具体的には，各学年に１人
研修部員を配置し，研修部員をリーダーに各学年の経営方針と関連させたカリキュラム・マネジメントの検討，
実施，振り返りを行うこととした。また，研修部員は定期的な研修部座談会に参加し，他学年の進捗状況を
知る機会を設け，その結果を週一回の学年会等で共有してもらうよう，促した。さらに，提案では，【教科横
断的な視点でのカリキュラム・マネジメント】のイメージがわくよう，具体的な例を視覚化して示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②考える場としての校内研修 
夏休みの研修全体会として，まずはカリキュラム・マネジメントについて全体で確認した。次に，同学年の教

師を単位としたグループで，カリキュラム・マネジメントの構想を練る時間を設けた。グループには担任だけではな
く，その学年を担当している専科教諭や，低学年指導者，教務部教員等も配置し，様々な教科・年齢で
話し合いができるようにした。また，各学年には，「学校経営のグランドデザイン」「各教科領域等の年間指導
計画」，「年間行事予定」，「カリキュラム・マネジメントの方法例」等を配布し，それらを参考にしながら，各学
年が夏休み以降行うカリキュラム・マネジメントについて，図にまとめていった。最後に，各学年の考えを発表し
合い，共有する場とした。 
★全体で【カリキュラム・マネジメント】の意義を確認    ★各学年での話し合いの様子（第２学年）         
                                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★話し合いを可視化し，テーマや構想を決定         ★各学年の構想を共有 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
活動の成果： 
【教科横断的な視点でのカリキュラム・マネジメント】を校内研修の柱とし，各学年の教師の実態，児童の実

態に即した取り組みを考えていく活動を通して，それぞれの強みをもとにした各学年ならではの取り組みを見出
すことができた。また，中堅の教員にとっては，若手と共に学年を経営していく柱として，若手の教員にとって
は，行事や他教科との連携を見据えた授業づくりの視点として，カリキュラム・マネジメントの視点が生かされて
いた。その結果，中堅も若手も同じ方向を見て，共に児童の資質・能力を育もうとする姿が見られた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  

〇「つくりながら学ぶ」形を校内研修で取り入れたことで，受動的な研修から能動的な研修へ 
〇【カリキュラム・マネジメント】の視点を柱に置くことで，中堅教員も若手教員も同じ土台に 
〇【教科横断的な視点】を打ち出すことで，それぞれの強みを生かすことができる  

来年は，３年生。初めての

学級解体が待ち受けている

ね。新たな学級を上手にス

タートできるといいな 

学級だけではなく学年

を意識して交流できる

ように，今から育てて

いきたいですね 

国語の学習でも，互いのク

ラスを相手に，本などを紹

介する活動を取り入れられ

特別活動を定期

的に学年で行う

のはどうですか 

３年生は「気付く力」を学年全体で育みたい

資質・能力に設定しました。 

単に時数をカットする

だけが，カリキュラ

ム・マネジメントでは

ないとすると，もう一

度考え直す必要がある

なあ 

カリキュラム・マネ

ジメントを行うよさ

ってなんなんですか 

・授業時数の不足解消や働き方改革の一つの解決方法 

・各学年の特色ある学習活動に理論付けることができる 

・「汎用性のある資質・能力」を育成する視点 

カリキュラム・マネ

ジメントの目的がは

っきりしないなあ 

うちの学年は，４月に

保護者に提案した学年

経営方針をそのまま使

えるな。でも，途中で

カリキュラムを変更す

ることもできるんだな 




